
●鳥類
・水辺の鳥類としては、カモ目のみと、前月、前々月に続き投稿数が少なく、
越冬数の減少が示唆されます。2月の概況でも触れましたが、人気のカワセミは、全て
の月において複数件の投稿があり、市内に一年を通じて生息していること、および、
市民でも観察が容易であることが定量的に示されました。

・また、メジロやヒヨドリなど定番の種類については、桜との組み合わせを撮影した投
稿が複数あり、春ならではのラインナップとなりました。

・特記される事項としては、ツグミの亜種、ハチジョウツグミが投稿されました。基亜
種のツグミとは、色合いの違いから容易に見分けることができます。分布域も異なっ
ており、ハチジョウツグミの国内(特に関東地方)への渡来は極めて稀です。町田市内で
の確認は本個体が初めての可能性があり、大変貴重なデータといえます。

●昆虫
早春の頃は、越冬組と新生組とが入り乱れ、にぎやかで楽しい季節です。
羽化したてのチョウは鱗粉のはがれもなく、うっとりするほど美しいですね。

●植物
・対象種はアイノコセイヨウタンポポ、カントウタンポポ、シロバナタンポポ、ニリン
ソウで、非対象種はオオキバナカタバミ、カタクリ、ギンヨウアカシア、ソクズ、フ
キ、ヤマネコノメソウ、ソメイヨシノでした。

・対象種のうち、タンポポ属については、市内で普遍的に見られる種類がひととおり投
稿されました。

・アイノコセイヨウタンポポは在来系統と外来系統の交雑に由来する雑種群の総称であ
り、これまでセイヨウタンポポとして認識されてきたものの多くが実際には本雑種で
ある可能性が指摘されています。

・他方で、カントウタンポポは市内に自然分布する在来種であり、シロバナタンポポは
南方より分布を広げつつある在来種(または国内移入種)です。

・また、南多摩において準絶滅危惧種に指定されているニリンソウは、市内の谷戸など
で、しばしば群落が見られる草本です。非対象種で投稿のあったカタクリとともに、
スプリングエフェメラルと呼ばれる春植物の代表格として知られています。

・その他、見た目は地味ながらも、分布情報がそれほど多くないソクズやヤマネコノメ
ソウの記録はデータとして重要でしょう。

生きもの発見レポートまとめ 2024年3月分



アオクビアヒル【小山】 アオサギ【南大谷】 アオサギ【南大谷】

アオジ（ ）【原町田】 アオジ【野津田】 イソヒヨドリ（ ）
【図師】

イソヒヨドリ（ ）   
【野津田】

ウグイス【南大谷】 オナガ【玉川学園】

ガビチョウ【南大谷】 ガビチョウ【玉川学園】 カワウ【小山】



カワセミ（ ）【図師】 カワセミ（ ）【図師】 カワセミ【小山】

コガモ（ ） 【図師】 コガモ【小山】 コゲラ 【高ヶ坂】

コサギ【南大谷】 シジュウカラ（ ）【南大谷】 シメ 【高ヶ坂】

ジョウビタキ（ ）
【玉川学園】

ジョウビタキ（ ）
【原町田】

ジョウビタキ
【図師】



ジョウビタキ（ ）
【小山】

シロハラ（ ）
【原町田】

ツグミ
【南大谷】

ツグミ
【高ヶ坂】

ツグミ
【野津田】

ツグミ
【図師】

ハチジョウツグミ（亜種）   
【木曽東】

ハクセキレイ
【小山ヶ丘】

ヒヨドリ
【金井ヶ丘】

ヒヨドリ
【高ヶ坂】

ホンセイインコ
【玉川学園】

メジロ
【南大谷】



メジロ【南大谷】 メジロ【木曽西】 モズ（ ）【野津田】

モズ（ ） 【図師】 アカタテハ【野津田】 キタテハ 【野津田】

コツバメ【野津田】 スジグロシロチョウ
【山崎】

テングチョウ
【山崎】

トラフシジミ（春型）
【野津田】

ベニシジミ
【野津田】

ゲンジボタル（幼虫）



ツチイナゴ
【金井ヶ丘】

マエアカスカシノメイガ
【本町田】 アイノコセイヨウタンポポ

【成瀬】

アイノコセイヨウタンポポ
【高ヶ坂】

カントウタンポポ
【本町田】

カントウタンポポ
【原町田】

カントウタンポポ   
【西成瀬】

シロバナタンポポ
【玉川学園】

ニリンソウ
【成瀬丘】

オオキバナカタバミ
【玉川学園】

カタクリ
【野津田】

ギンヨウアカシア（園芸種）
【玉川学園】



ソクズ
【金森東】

ソメイヨシノ
【南大谷】

フキ（雄花）
【玉川学園】

ヤマネコノメソウ
【成瀬が丘】
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